
薬
草
逍
遥（
や
く
そ
う
し
ょ
う
よ
う
）

毎
回「
薬
草
」に
関
わ
る
内
容
を
連
載
で
お
届
け
す
る

コ
ラ
ム
で
す
。

問 商工産業課  ☎82・5874 ／ IP☎88・9075
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〜
サ
ネ
カ
ズ
ラ
〜

▲山に採取に行けないという人は、つるを挿
し木にしたり、果実を植えたりしても、苗
は簡単に作れます。

※当市で「薬草活用講演会」をしていただいた
　村上光太郎先生の連載より一部抜粋

　

各
地
の
山
や
道
端
の
樹
木
に
つ
る
状
に
巻
き
付

い
て
い
る
植
物
に
、
赤
い
ぼ
ん
ぼ
り
の
よ
う
な
果
実

が
下
が
っ
て
い
る
の
が
目
に
つ
き
ま
す
。
赤
い
た
く

さ
ん
の
果
実
が
特
徴
的
な
の
で
、
サ
ネ
（
種
）
の
多

い
カ
ズ
ラ
の
意
味
で
、
サ
ネ
カ
ズ
ラ
の
名
前
が
付
け

ら
れ
ま
し
た
。

　

昔
は
こ
の
つ
る
を
採
集
し
、
水
で
炊
き
出
し
て
、

茎
の
粘
液
物
質
を
水
に
溶
け
出
さ
せ
、
そ
の
液
で
髪

を
洗
い
ま
し
た
。
こ
の
液
で
髪
を
洗
っ
た
男
性
が
美

し
く
な
る
と
い
う
の
で
「
ビ
ナ
ン
（
美
男
）
カ
ズ
ラ
」

と
い
う
別
名
も
あ
り
ま
す
。
ひ
び
割
れ
、
あ
か
ぎ
れ

も
、
こ
の
染
液
で
洗
う
と
よ
く
な
り
ま
す
。

　

果
実
を
採
集
し
、
花
托
を
除
い
て
乾
燥
し
た
も
の

の
生
薬
名
を
五
味
子
と
い
い
ま
す
。
一
日
5
〜
15
㌘

の
五
味
子
を
６
０
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
の
水
で
30
分

以
上
煎
じ
て
、
ろ
過
し
た
液
を
３
回
に
分
け
て
服
用

す
る
と
、
滋
養
強
壮
、
強
精
、
鎮ち

ん
が
い咳
、
去
き
ょ
う
た
ん痰、
止し
し
ゃ瀉

（
下
痢
止
め
）、
健
胃
の
各
作
用
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ん

息
や
気
管
支
炎
な
ど
の
喉
の
痛
み
を
治
す
に
は
、
生

の
果
実
を
煎
じ
て
飲
む
と
よ
く
効
き
ま
す
。
果
実
を

焼
酎
漬
け
に
し
て
お
き
、
半
年
以
上
た
っ
た
も
の
を

飲
む
と
強
壮
強
精
剤
に
な
り
ま
す
。

　2020年10月号 　2020年10月号 1415

　

ま
た
、
隣
接
す
る
う
だ
ア
ニ
マ
ル
パ
ー
ク

で
は
、
21
・
22
日
の
両
日
、
４
千
個
の
ろ
う

そ
く
を
灯
す
「
ほ
ん
の
り
あ
ん
ど
ん
」
も
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

➋
み
ん
な
元
気
に
！

夏
休
み
ラ
ジ
オ
体
操

〜
榛
原
地
区
ま
ち
協
〜

今
年
は
、
小
学
校
の
夏
休
み
が
お
盆
の

時
期
の
11
日
間
だ
け
と
な
り
ま
し
た
。
例

年
開
催
し
て
い
る
ラ
ジ
オ
体
操
も
新
型
コ

ほ
ん
の
ひ
と
と
き
、
夏
の
風
情
を
楽
し
ん
で

も
ら
い
ま
し
た
。
今
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
な

か
、
感
染
症
対
策
の
た
め
、
に
ぎ
わ
い
イ
ベ

ン
ト
等
が
中
止
さ
れ
、
例
年
に
比
べ
人
出
が

減
り
ま
し
た
が
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
建

物
を
ゆ
っ
く
り
味
わ
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で

き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
の
た
め
、

放
送
さ
れ
る
ラ
ジ
オ
体
操
を
各
家
庭
で

行
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
ス
タ

ン
プ
カ
ー
ド
の
実
施
確
認
は
家
族
の
方
に

押
し
て
も
ら
う
こ
と
に
し
、
夏
休
み
最
終

日
の
8
月
23
日
に
1
回
だ
け
榛
見
が
丘
の

ひ
ま
わ
り
会
館
前
広
場
に
集
ま
っ
て
も
ら

い
ま
し
た
。

　

朝
６
時
30
分
ま
で
に
子
ど
も
た
ち
が
約

80
人
、
大
人
の
方
が
約
20
人
集
ま
り
、
み

ん
な
が
手
を
広
げ
て
間
隔
を
空
け
、
元
気

よ
く
ラ
ジ
オ
体
操
を
行
い
ま
し
た
。
ラ
ジ

オ
体
操
は
10
分
間
ほ
ど
の
短
い
時
間
で
し

た
が
、
大
勢
の
子
ど
も
た
ち
の
明
る
い
笑

顔
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

➊
町
並
み
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

と
サ
プ
ラ
イ
ズ
イ
ベ
ン
ト

〜
宇
陀
松
山
ま
ち
協
〜

8
月
20
日
か
ら
22
日
、
松
山
地
区
の
夏
の

風
物
詩
と
な
っ
た
町
並
み
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

が
、
重
伝
建
地
区
と
し
て
の
街
の
魅
力
づ
く

り
と
人
々
の
交
流
を
テ
ー
マ
に
開
催
し
ま
し

た
。

　

町
屋
の
軒
先
を
は
じ
め
社
寺
の
参
道
・
境

内
な
ど
に
照
明
が
施
さ
れ
、
家
々
の
門
口
が

ろ
う
そ
く
で
灯
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
、
20
日

19
時
30
分
か
ら
5
分
間
サ
プ
ラ
イ
ズ
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
75
発
の
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、

　

体
操
が
終
わ
る
と
子
ど
も
た
ち
は
3
か

所
に
別
れ
て
、
持
っ
て
き
た
ス
タ
ン
プ
カ
ー

ド
に
ハ
ン
コ
を
も
ら
い
、
参
加
賞
の
記
念

品
を
嬉
し
そ
う
に
受
け
取
っ
て
い
ま
し
た
。

➌
吉
野
町
集
落
支
援
員
と

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
意
見
交
換
会

〜
ま
ち
づ
く
り
支
援
課
〜

　

８
月
28
日
、
吉
野
町
集
落
支
援
員
と
地

域
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
意
見
交
換
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

吉
野
町
集
落
支
援
員
は
４
人
で
、
地
域

の
実
情
や
時
代
に
対
応
し
た
地
域
の
維
持

活
性
化
対
策
の
推
進
を
目
的
と
し
て
、
地

域
自
治
協
議
会
を
設
置
。
そ
の
組
織
を
支

援
す
る
た
め
に
集
落
支
援
員
が
設
置
さ
れ

今
年
で
2
年
目
で
す
。

　

意
見
交
換
会
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
で
計
画
し
て
い
た
事
業
が

次
々
と
中
止
に
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、

補
助
金
の
使
い
道
や
今
後
の
協
議
会
の
進

め
方
等
の
質
問
が
あ
り
、
お
互
い
の
協
議

会
に
つ
い
て
様
々
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
活
動
内
容
や
地
域
が
抱
え
る
課

題
は
ど
こ
も
同
じ
で
、
地
域
の
方
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
や
、
独
居

老
人
の
引
き
こ
も
り
等
を
増
や
さ
な
い
た

め
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
も
情
報
交

換
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

他
の
地
域
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
交
流
を
す

る
こ
と
は
、
宇
陀
市
の
取
り
組
み
や
活
動

な
ど
改
め
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま

た
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と

思
い
ま
し
た
。
今
後
も
様
々
な
地
域
と
情

報
交
換
し
な
が
ら
ま
ち
づ
く
り
の
在
り
方

を
学
ん
で
い
き
ま
す
。

▲きれいにライトアップされた本膳小路

▲まちづくりについての意見交換会

▲サプライズ花火

▲元気よく、みんなでラジオ体操

▲いつもと違った町並み

▲スタンプと参加賞をもらう子どもたち



Vol.79

特
　
　
集

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

う
だ
ぢ
か
ら

み
ん
な
で
子
育
て

病
院
・
ウ
ェ
ル
ネ
ス

お
知
ら
せ

掲
示
板

う
だ
チ
ャ
ン

ま
ち
の
わ
だ
い

図書館からのお知らせは P28

「相互貸借について」ご紹介
宇陀市立図書館に所蔵されていない本
は、奈良県内にある他の図書館から借
りることができるのをご存知でしょう
か。

奈良県立図書情報館を中心に、県内の
ほとんどの図書館は、ネットワークで
つながっており、貸借可能な本は市民
の皆さんに提供することができます。

読みたいけれど、市の図書館で見つか
らない本があれば、お気軽に職員にご
相談ください。

（一般書）

くらべる骨格動物図鑑
～ウマは 1 本の指で
立っている ! ～

著 : 川崎 悟司
監修：大渕 希郷
出版：新星出版社

　フラミンゴの膝に見える部分は踵
かかと

、チン
パンジーの足は手の形をしている、ハムス
ターは自分で顎を外せる…。海パン姿の男
性のイラストで、人間とそのほかの動物の
骨格を比較し、動物たちの驚異の能力の秘
密に迫る。　　　　　（中央図書館所蔵）

（児童書）

てのひらのあいさつ

文：ジェイソン・プラット
絵 : クリス・シーバン
訳 : なかがわ ちひろ
出版：あすなろ書房

　眠たい時には、小さな背中をとんとんと
ん。失敗した時には、やさしく肩をぽんぽ
んぽん。父は子に何を伝えるのか ? 言葉は
いらない。父と子の「てのひらのあいさつ」。

（中央図書館所蔵）

ご寄附をいただきました
　　　7万円　　匿　名　（ご本人の希望により）
※菟田野地域の子どもたちの学習環境整備、コロナ
感染症対策費用として

　市へ貴重なご寄附を賜り誠にありがとうございま
した。厚くお礼申し上げます。

　2020年10月号 　2020年10月号 1617

高校生平和大使 8 月 3日

核兵器廃絶と世界平和を訴える第 23 代高校生平和大使に
県から選ばれた市内在住の高校生と、「高校生一万人署名活動」
のメンバーが、金剛市長を表敬訪問されました。
その際に、遺骨収集団に参加された地元の田中 實さんと戦

争遺児としての経験をふまえながら、榛原空襲の様子や「平
和の大切さ」について対談。その後、市長に「戦争だけでな
く、新型コロナが感染する中でのつらい状況も伝えたい」と、
抱負を語られました。

明治安田生命保険相互会社
奈良支社より寄附金贈呈

8 月 25日

明治安田生命保険相互会社奈良支社より、市の新
型コロナウイルス感染対策に役立ててほしいと寄附
金を受けました。
　明治安田生命では、新型コロナウイルス感染症拡
大によって地域社会全体に大きな影響が生じている
ことをふまえ、地域社会のサポートの取り組みを全
社横断的に行なう「地元の元気プロジェクト」を新
たに展開されています。その一環として、従業員の
皆さんの募金と会社の寄附を合わせた「私の地元応
援募金」として 156,600 円の寄附を賜りました。
　いただいた寄付金は、新型コロナウイルス感染症
への対応に、有効に使わせていただきます。

大塚製薬株式会社と健康づくり
に関する包括連携協定を締結

8 月 26日

市役所において、市と大塚製薬株式会社が相互に連携
および協力し、市民の健康維持・増進、安全・安心の確
保等に取り組み、市民サービスの向上と健康的な生活の
実現を目指すことを目的に、「健康づくりに関する包括
連携協定」を結びました。
　これは、大塚製薬㈱の「健康情報を提供する取り組み
や、各地域の生活者に寄り添ったご提案を行うために
は、行政との連携が不可欠である」という考えと、本市
が取り組んでいる「健幸都市“ウェルネスシティ宇陀
市”」の考えが合致し、本協定を締結する運びになりま
した。
　具体的には、健康ポイント事業、健康セミナーなどの
ウェルネスイベント、女性の健康増進、教育、防災など
の多方面で連携を行い、市民の健康づくりに取り組むこ
とになります。今後は市と企業がそれぞれの強みを生か
し、より効率的で充実した事業を進めてまいります。

オオサンショウウオの生態状況
調査を実施 7 月 19日～ 8月 2日

毎年、市では特別天然記念物オオサンショウウオの生
態状況調査を実施しています。新個体の場合は、DNA
検査を行い、在来種と分かった場合は、捕獲地点近くで
の放流を実施しています。
　今年の調査では、7個体が在来種と判明し 7月末に
放流を行いました。毎年、小学生向けのオオサンショウ
ウオの観察会を実施していますが、今年は残念ながら

中止となりまし
た。来年は実施
する予定ですの
でご参加お待ち
しています。

八っぴー商品券販売セレモニー
8 月 30日

当日は、引換販売の商品券を求めて 11 時の販売前からた
くさんの購入希望者が総合体育館にお越しになられました。
販売に先立ち、10 時 45 分より販売セレモニーを開催し、

主催者を代表して金剛市長のあいさつ、来賓として、山本市
議会議長、松塚商工会長のあいさつのあと、今回コロナ感染
症で落ち込んだ消費を喚起することを目的に地元応援をとし
て作成された 3億 9000 万円分の商品券のお披露目を行いま
した。その後、11 時に市長の
販売宣言により販売が開始され
ました。
販売ブースに市長、議長、会

長それぞれが入られ販売のお手
伝いをしていただきました。

▲田中さん ( 中央）に
よる戦争体験談

▶市長に署名活動をされ
る高校生


